
公益財団法人

東京都港区六本木5-16-7
TEL.03-5114-5461



　警察庁の統計によると、2021年から2023年までの３年間における全
国の水難事故による死者・行方不明者数の推移は図－１のとおりです。
　それでは何をしていて事故にあったかをみると図－２（2023年中）の
とおり、魚とり・釣り 177名（23.8％）、水泳 55名（7.4％）、作業中
51名（6.9％）などが多く、特に魚とり・釣り、作業中などは、衣服を着
けていたと推定されます。これらの人々は水に入ろうとしたのではなく不注
意で水に落ちた場合がほとんどと思われます。
　次に水の事故がどこで起きているかをみると図－３（2023年中）のと
おり、大部分は海 368名（49.5％）、河川 248名（33.4％）などの自
然の場所で発生しており、プールはわずか6名（0.8％）です。
　最後に死者・行方不明者の年齢層をみると図－４（2023年中）のとおり、
65歳以上の者が399名（53.7％）とほぼ半数を占めており、次いで高
校卒業に相当する年齢以上65歳未満の者が 258名（34.7％）と多く、
未就学児童と小学生は17名（2.3％）となっています。
　以上の統計から推察されることは不注意に水に落ちれば、泳げる人でも
びっくりし、さらに衣服を着て靴もはいていれば、動作は制限され驚きは倍
増されるため、泳げる人でも対処を誤り、犠牲者となってしまうケースが多
くあるということです。
　また、プールは波、風、流れ、水温の差はほとんどないので、そこで泳げ
るからといって、自然の場である海、河川でも同じように泳げるとは限らな
いのです。
　これが、着衣泳を経験しておくことが必要な主な理由です。
　最後に、大人には子供の水難事故を防止する責任があります。子供の水遊
びには大人が付き添うなどして、目を離さないようにする必要があります。
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